
ロジッ トログリニア分析で訪問指導によるADL自 立度

に対する効果の程度 をみた結果、訪問指導を実施 した場

合、実施 しない時に比べて3.89倍 、ADL自 立度が向上 し

たことが示された(表4)。
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表4　 ロジットログリニア分析結果

モデル
オッズ比　 　 　 　 標準誤差　　Z

(95%CI*)

適合度

Entropy　 Concentration

[介 入群][BI得 点 向上]3.89(0.98～15.49)　 0.7057　 1.93　 0.049　 　 　 0.063

*confidence　 interva1,

三 浦　雅 史1)　 川 口　 　徹1)尾 田　 　敦2)

長 谷 川　 至2)佐 井 川匠秀3)

　 ユ)青森県立保健大学　2)弘 前大学医学部保健学科

　 3)芙 蓉会村上病院

Ⅳ.考 察

　本研究結果か ら、過疎地において、PTを 含む保健福祉

の専 門職 による訪問指導により対象者のADL自 立度が

向上する可能性が示 された。筆者 らは、ADL自 立度 と心

理要因 との双方向因果関係2)、お よび環境要因が心理要

因とADL自 立度 に及ぼす影響3)を 報告 してお り、今 回

月1回 程度の訪問頻度であった ものの、ADL自 立度 にこ

れらの因果関係が関与 したことも推察される。一方、家

族関係は訪問指導 によって改善 した とはいえない もの

の、介入群で初回より2回 目得点が有意に高 く、BI得 点

との中程度の相関を示 したことから、訪問指導以外の何

らかの要因が家族関係の向上に寄与 した可能性 も考えら

れる。
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I.目 的

　近年スポーツ人口増加に伴い、スポーツ外傷件数 も増

加 していることは周知の事実であり、理学療法分野 にお

いてもスポーツ外傷 に対する社会的ニーズは増加 してい

る。本邦におけるスポーツ理学療法の歴史 を紐解 くと、

1970年 代にスター トし、現在 まで多 くの研究がなされて

いる。これら先行研究ではスポーツ外傷、特 に術後の理

学療法に重点が置かれている。また、最近では国内 ・外

大会のアスレティック トレーナーとしての帯同報告 ・研

究なども多 く、スポーツ理学療法の対象範囲 も拡が りを

みせている。一方、これら先行研究ではスポーツ外傷予

防とい う観点か らの研究が必ず しも多 くはない。スポー

ッ外傷予防のためにはメディカルチ ェックが重要であ

り、国際大会への参加や プロスポーツ 契約のため にメ

デ ィカルチ ェックをパス しなければな らないこ とか ら

も、メディカルチェックの重要性が伺 える。 また、メディ

カルチェックは外傷予防のための基礎データとなるばか

りではなく、競技力向上 という観点からもアスリー トに

とっては有益な情報 となる。

　本研究では1999年 から2002年 までの4年 間、本学にお

いて実施されたメディカルチェックについて紹介 し、現

状での問題点、今後の展望について報告する。

Ⅱ.活 動方法

　本研究は大学、高校 において競技スポーツを行ってい

る運動部 もしくは青森県の各競技団体を対象 とし、研究

の趣 旨を説明 し、同意の得 られたものに参加 を募った。

その上で、本学を会場にメディカルチェックを実施 した。

1.メ ディカルチェックの内容

a.最 大酸素摂取量の測定:全 身持久力の指標である最大

酸素摂取量 を呼気ガス分析機を用いて測定 した。

b.体 脂肪測定:イ ンピーダンス法に もとつ く測定機 によ

る体脂肪を測定 した。今回使用 した体脂肪計は体幹お よ

び四肢 の分節 した体脂肪 を測定することが可能である。
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c.下 肢および体幹アライメント測定:女 子学生では特 に

問題 とされる下肢 アライメントを中心 に測定 した。また、

staticのみならずDynamic(特 にランニング)ア ライメン

トについて も測定 した。

d.四 肢計測:下 肢長、下腿長など。また、大腿および下

腿部などの周径測定。

e.等 速性筋力測定:上 肢、下肢、体幹の筋力測定を実施

した。また、筋力のみな らず角速度特性についても検討

した。

f.体 力測定:垂 直跳、立ち幅跳などのジャンプ能力の検

査。シャ トルランなどの検査。その他、一般的な体力測

定を実施 した。

g.ス ポーツ外傷の既往歴、現病歴。また、受傷後の対応

方法について も調査 した。

2.メ ディカルチェックのフィー ドバ ック

　 メデ ィカルチェックの結果については個人 もしくは団

体 に対 し、書面 もしくは口頭での報告 を行 った。書面で

報告を行 う場合は、データだけではな く、データの解釈

や全国平均 などとの比較 について も報告 した。また、異

常 と考えられる所見についてはその対処 について も言及

した。ロ頭での報告の場合は、講義形式で選手全体にデー

タの意味や解釈 を説明 した。 また、異常所見があるもの

には個別 にその対処についてア ドバイスを行 った。

Ⅲ.結 果

1.メ ディカルチェックを受けた実数

　 1999年 度 は15名(男14名 、女1名)、2000年 度 は55名

(男47名 、女8名)、2001年 度は75名(男68名 、女7名)、

2002年 度は75名(男63名 、女12名)、 計220名(男192名 、

女28名)が メディカルチェックを受けた。

2.メ ディカルチェックを受けた競技

　本研究に参加 した競技は野球78名 、ハ ン ドボール54名 、

柔道44名 、陸上36名 、スキー(ア ルペ ン、クロスカン ト

リー)5名 、卓球3名 、計6競 技であった。

3.メ ディカルチェックを受けた年代および競技 レベル

　本研究 に参加 したスキー、卓球については大学生であ

り、それ以外はすべて高校生であった。また、競技 レベ

ル としては、いずれも青森県内の トップレベルの選手で

あ り、全体の4分 の1の 選手が全 国 トップレベル(お お

よそベス ト8)の 選手であった。

の点は、競技人口の男女差 によることも原因 と考 えられ

るが、今回対象 とした競技 において野球、柔道など女子

選手が少ない競技の選手数が多かったことに起因するの

ではないかと考える。一般に、女子選手 は男子選手 と比

較 し、特異的なマルアライメントを有することや筋力面

での不利 もあ り、メディカルチェックは男子選手以上 に

重要 とな り、今後活動する上での課題 といえる。

　 メディカルチェックを受けた競技については、今回6

競技にとどまった。現在、青森県体育協会に加盟 してい

る団体数は60弱 であ り、今後、対象 となる競技数を増や

す よう働 きかけることが重要ではないか と考 える。また、

対象 となった選手のほとんどが高校生であった。 この傾

向は、本県の競技スポーツの中心が高校生であることを

物語 っているが、外傷予防とい う観点か らは高校生のみ

ならず、小 ・中学生 といった成長期の選手 に対す る活動

も視野に入れるべ きではないか と考 えている。

　今 回の活動を通 し、今後の課題 として検討すべ きもっ

とも重要な点は、本活動が本当にスポーツ外傷予防に役

立ったかどうか ということである。この点については、

どのような方法が良いか、今後十分に吟味 しながら取 り

組んでいきたいと考えている。

　本研究の一部 は、平成11年 青森県立保健大学健康科学

特別研究(地 域研究、奨励研究)、 平成13年 青森県立保

健大学健康科学特別研究(奨 励研究)の 助成のもと実施

された。
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Ⅳ.考 察 ・結語

　 4年 間にわたるメデイカルチェックの活動実績につい

て報告 した。4年 間の活動実績から1年 間におおよそ50

名の選手についてメデ ィカルチェックを実践で きたこと

となる。

　特徴的な傾 向として、女子選手が少ない点である。こ

Ⅰ.は じめに

　交叉性効果 とは加温部位が熱による細胞組織の破壊 を

防 ぐために、細胞血管が拡張 して血液循環を活性化 し、

全身の至るところに熱が拡散するという循環系の原理を

用いたもので、その熱効果については多 くの先行研究で

報告 されている。 しか し、加齢にともなう生理的な機能
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